
　 ＫＳ-ＰＩ/ＭＣ８ 　 ＫＳ-ＰＯ/ＲＹ４
　 マルチ通信メイク接点入力信号読取ユニット、  マルチ通信トランスファ接点出力ユニット、
　 ACアダプタ付属  ACアダプタ付属
　 価格：34,100円(税込)(本体価格：31,000円+消費税）  価格：29,700円(税込()本体価格：27,000円+消費税）

CBL15(PC-9801→KS-M100／子機接続用RS-232Cケーブル、1m)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

CBL15N(PC-9801ノートハーフ 14ピン→KS-M100／子機接続用RS-232Cケーブル、1m)・・・・・・・・・

CBL16(IBM9ピン機器→KS-M100／子機接続用RS-232Cケーブル、1m)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

オプション CBL17(IBM25ピン機器→KS-M100／子機接続用RS-232Cケーブル、1m)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ケーブル CBL44(KS-M100／子機→PARA BOX接続用ケーブル、長さは指定による)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

CBL44P(PARA BOX→PARA BOX接続用ケーブル、長さは指定による)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

CBL43A(KS-M100→子機の直接接続用ケーブル15P→15P、長さは指定による)・・・・・・・・・・・・・・・・

CBL43C(子機→子機接続用ケーブル、長さは指定による)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

取り付け金具（据え付け固定用、２枚１組）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

  【ＫS-ＰＩ/ＭＣ８の特長】     【ＫS-ＰＯ/ＲＹ４の特長】
　　「マルチ通信メイク接点入力信号読取ユニット」は各端子に入力される 　　 　「マルチ通信トランスファ接点出力ユニット」はRS-232Cマルチ通信ネッ

　　メイク接点入力信号のオン/オフ状態を同時に読み込んで、KS-M100 　 　　トワークシステム〈KS-LAN〉 経由で送られてくる シリアルデータを受信

　　を介してホストパソコンにシリアル送信する接点信号読み取りユニット 　 　　し、即時に内臓リレーを駆動するトランスファ接点出力ユニットです。

　　です。絶縁電源を内蔵し、各端子に電源供給されているので、外部に 　 　　DCで最大30V-1A、ACで最大125V-1Aの容量がありますので、各種機

　　電源を用意する必要はありません。 　 　　器の電源を直接コントロールすることが可能です。

【仕　様】 　　【仕　様】

特注対応
特注対応
1,650 円

7,150 円
14,300 円
9,350 円
9,350 円
特注対応
特注対応

メイク接点入力ユニット、トランスファ接点出力ユニット

ＫＳ-ＰＩ/ＭＣ８ ＫＳ-ＰＯ/ＲＹ４
１：１の組み合わせ使用でも最大１.２ｋｍまで信号転送可能！

型       名 ＫＳ -ＰＯ／ＲＹ４型       名

電圧入力部

通信部(KS-LAN)部

環境

通信 形態

出力 形式

最大 通信速度

最大 伝送距離

接続 ユニ ット数

出力

入力

コネクタ

動作 温度、湿度

保存 温度、湿度

DC入力

消費 電力

外形 寸法

重量

ＫＳ -ＰＩ／MC８

８

サコムオリジナル(KS-LAN仕様)

バイ ナリーコー ド

19.2kbps (親機のRS-232Cからの制約 )

1.2km

32台(ポイ ン ト ツ ゥ ポイ ン ト、マルチド ロップ )

平衡 型、入力 抵抗12kΩ以上 、±200mA以上

平衡型、100Ω負荷 にて2V以上

5～45℃、30～80%(結露 しないこと)

-20～75℃、5～85%(結露 しないこと)

9V、1000mA

９W以下

100(W)×141(D)×30(H)mm(突起 部含まず )

約 500g

フォ トカ プラ 絶縁電圧入 力

Dsub15ピン (メス)

入力

入力数 電圧出力部

通信部(KS-LAN)部

環境

通信 形態

入力 形式

最大通信速 度

最大伝送距 離

接続 ユニ ット数

出力

入力

コネクタ

動作 温度、湿度

保存 温度、湿度

DC入力

消費 電力

外形 寸法

重量

４

サコムオリジナル(KS-LAN仕様 )

バイ ナリーコー ド

19.2kbps (親機のRS-232Cからの制約 )

1.2km

32台(ポイ ン ト ツ ゥ ポイン ト、マル チド ロ ップ )

平衡 型、入力 抵抗12kΩ以上 、±200mA以上

平衡 型、100Ω負荷 にて2V以上

5～45℃、30～80%(結露 しないこと)

-20～75℃、5～85%(結露 しないこと)

9V、1000mA

９W以下

100(W)×141(D)×35(H)mm(突起 部含まず )

約 500g

トラ ン スファ 接点 出力

Dsub15ピ ン (メス)

出力

出力 数

容量 AC 125V/1A,DC 30V/1A

(税込価格)



１台のコンピュータからKS-LANネットワークでマルチド 　　　●KS-M100と接続のマルチライン側

ロップ接続された複数台の KS-PI/MC8、KS-PO/RY4

をコントロールして、信号を転送できます。

また、他のKS-LANシリーズとも併用可能です。

　※ネジ M2.6

KS-PI/MC8 と KS-PO/RY4 を１：1で接続しても、最大

１.２ｋｍまでの信号転送が可能です。

　　　　●KS-PI/MC8端子側

●ＫＳ-ＰＩ/ＭＣ８

　　　　●KS-PO/RY4端子側

●ＫＳ-ＰＯ/ＲＹ４

■ ピンアサイン（全子機共通） ■ 応用例 

１ 

2 

■ 入力部・出力部構成 

■ KS-PI/MC8、KS-PO/RY4のブロック図 

１８

15 ９
Dsub15ピン（メス）

ピン№ 信号名 方向略称

１

２

３

４

６

５

10

12

13

11

９

８

ＦＧ

TxD+

CTS+

RTS+

RxD+

SG

DTR+

TxD-

CTS-

RTS-

RxD-

DTR-

フレームグランド

送信データホット

送信可ホット

送信要求ホット

受信データホット

データ端末レディホット

入　力

―

データ端末レディコールド

シグナ ルグランド

送信データコールド

送信可コールド

送信要求コールド

受信データコールド

―

入　力

入　力

入　力

入　力

入　力

出　力

出　力

出　力

出　力

PC-9801 KS-M100 ＰＡＲＡ ＢＯＸ ＩＤ＝１

ＩＤ＝２

C BL44

C BL44

C BL44C BL15

ＫＳ-ＰＯ/ＲＹ４

ＫＳ-Ｐ Ｉ/ＭＣ８

CBL43C

1.2km

遅延時間：9600bps時 4msec以下

▲

ＫＳ-ＰＯ/ＲＹ４ＫＳ-Ｐ Ｉ/ＭＣ８

▲

トラ ンスファ 接点出力メイ ク接点入力

+12V+D1 +D2 +D3 +D4 +D5 +D6 +D7 +D8

-COM +12V-COM -COM -COM -COM-COM-COM -COM

空き 空き
  D1
(COM) 空き 空き

  D2
(COM)

  D3
(COM)

  D4
(COM)

  D1
(NC)

  D1
(NO)

  D2
(NC)

  D2
(NO)

  D3
(NO)

  D4
(NO)

  D3
(NC)

  D4
(NC)



計測・制御をＲＳ-２３２Ｃでコントロール

１８

PARA BOX

PARA BOX

PARA BOX

PARA BOX

CBL-44

CBL-44P

CBL-44P

CBL-44P

KS-C100
子機

RS-232C
RS-232C
インターフェースを
装備した計測器

KS-DA U/B
AD変換ユニッ

KS-DA U/B
DA変換ユニッ

KS-
PI/TTL8(8ch)

CBL-44

CBL-44

CBL-44

CBL-44

CBL-44

CBL-44

CBL-44

CBL-44

KS-PI/E8(8ch)
電圧入力ユニット

KS-PI/MC8(8ch)
メイク接点入力ユニッ

KS-
PO/TTL8(8ch)

KS-PO/TTL8(8ch)
リレー出力ユニット

温度/圧力/回転など

電圧指定

回転速度指定など

光電スイッチ、近接スイッチなど

TTLレベル入力(8ch)

電源ON/OFF信号入力

メイク接点入力(8ch)

TTLレベル出力(8ch)

リミットスイッチなど

ソレノイド・アクチュエイタなど

ACモータ

DCモータDC

AC

CBL15 (PC-9801)

CBL16 (DOS/V,9ピン)

CBL17 (DOS/V,25ピン)

●当社のネットワークユニットを
利用したシステムの構築について、
お客様のご相談をお受けしております。

アナログ→デジタル

デジタル→アナログ

～



　　　　RS-232Cを使い、BASICでも安価で簡単にマルチ通信を実現できます。

　　　　KS-LANは、ホストとなるコンピュータと３２台までのRS-232C端末機器を

　　　　マルチ接続し、最大伝送距離１.２ｋｍまでのネットワークを可能にします。

　　　　● ホストコンピュータ（親機）からのＩＤ番号指定で、特定の子機と回線を

　　　　　 開き、接続された端末と1：1の全二重通信ができます。

　　　　　 RTSとCTSのハンドシェイクも可能です。

　　　　● 親機１台に対して子機３２台を親機・子機間のケーブル総和 １.２ｋｍ

　　　　　 まで接続できます。

　　　　● 端末に接続する子機KS-C100にＩＤ番号を持たせているため、端末が

　　　　　 コンピュータでなくても RS-232C インターフェースを持つ機器であれば

　　　　　 マルチドロップでの通信が可能です。

　　　　● バイナリー通信が可能です。

　　　　● KS-LAN新シリーズ各種との組み合わせで（アナログ/TTL/接点入出

　　　　　 力など）さまざまな用途に対応します。

【データ通信と信号切替】
KS-LAN ネットワークでは、ホストとなるパソコンが1台あれば、各機能を

持った子機とマルチ接続でき、その中で特定の子機１台を選んで回線を

開き、1：1の全二重通信を行います。

【切替方法について】
親機がマルチライン上で、 複数台の子機の中から特定の子機に対して

のみ回線を開くことをアドレスモードと呼びます。

アドレスモードの基本的な動作は以下のようになります。

① 親機のRS-232C側のDTRがHiレベルからLoレベルに変化することに 　　　　※１回線の確立後、データ送受信を行う前に、待ち時間を設けて下さい。

　 より、子機はアドレスデータ待ちの状態になります。（Lo／Hiいずれの 　　　　また、データ送受信後、別の回線をつなぐ場合も、アドレスデータの前に

　 レベルでアドレスデータ待ちにするかは、 親機、子機のディップスイッ 　　　　待ち時間を設けて下さい。

　 チ設定で変更できます。）

　　　　最小待ち時間 ＝ １秒／ボーレート×１バイトデータ分のビット数（スター

② この状態のとき、親機はTxDから８ビット（１バイト）の数字データ＝ア 　　　　ト、ストップビットを含む）

　 ドレス番号を受け取り、マルチラインを通して子機に送ります。

　　　　それぞれの 子機からのデータ収集やホストコンピュータでの演算結果を

③ 親機のRS-232C側のDTRがLoレベルからHIレベルに変化することに 　　　　順次転送し、他の子機とは信号を衝突させることなく、逐次的な制御を可

　 より、アドレスの合致した子機は、マルチライン側の回線を開き、デー 　　　　能とします。

　 タ待ちの状態になります。（Lo／Hiのレベルは①の設定によります） 　　　　データ送受信の前の子機選定の切替時間は１６（ビット）／設定ボーレー

　　　　ト（秒）となります。

④ 子機に入ってきたアドレスデータは、子機側で自動的に破棄し、端末

　 側には出力されません。

⑤ 回線確立後、RS-232Cの送受信が可能です。回線が確立したことを

　 確認するには、CTS、RTSのハンドシェイクで行って下さい。

⑥ 以上の手順で回線が開かれた親機と子機は、 通信が終了するまで

　 回線を占有します。

⑦ 指定されなかった子機は、CTSからLoレベル（インアクティブ）が出力

　 され、通信待機の状態になります。

ＫＳ-ＬＡＮシリーズならここまでできます。

１９

ＲＳ-２３２Ｃマルチ通信システム ＫＳ-ＬＡＮ

ＢＡＳＩＣでも切替可能なＫＳ-ＬＡＮ

切替

ID=1

切替 切替 切替

ID=2 ID=4ID=3
ID:1と通信 ID:2と通信 ID:3と通信 ID:4と通信

デー タ転送

デー タ転送

デー タ転送

デー タ転送

ユニ ット例

ＫＳ-ＡＤ

(ＩＤ－１)

(ＩＤ－２)

(ＩＤ－３)

(ＩＤ－４)

ＫＳ-ＤＡ

ＫＳ-Ｐ Ｉ

ＫＳ-ＰＯ

送信 デー タ

送信 デー タ

Hi
Lo

〔親機のRS-232C側〕

〔子機のRS-232C側〕

〔マルチラインの親機→子機間〕

TxD   : 2ピン

DTR  :  20ピン

TxD   : 2ピン

TxD+   : 2ピン

DTR-  : 13ピン
DTR+  : 6ピン
TxD-   : 9ピン
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